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機密性2

》令和5年度重点的に取組む事項にっいて(業務グループ)

1

【取組内容】

'2部位かっ10日以上の受診者に対し照会を行い、施術内容の確認及び適正受診の周知を行う。
'3部位以上、頻回受診者が多い施術所への啓発文書を送付する。
'不正が疑われる施術所に対し、面接確認委員会による面接確認を実施する。

1

2

宇聿について
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機密性2

》令和5年度重点的に取組む事項にっいて(レセプトグループ)

1

【取組内容】

他支部での再審査結果(査定事伊1)を参考にして、システムによる自動点検のためのメンテナンスを
常時実施、効率的な点検を推進する。

レセプト点検員と担当職員との面談を毎月実施し、点検員個々の能力把握に努める。また、目標達成に

的なレセプト内六占

的向けての課題や進捗状況を共有し、
回上を^

"・の 1
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【取組内容】

保険証未返納者に対する10営業日以内の文書催告、電話催告の実施

生止のための

2

・未返納者の多い事業所への文書等による、資格喪失時の
協会けんぽ等への保険証の返却が遅い事業所・社会保険労務士への保険証早期返却協力依頼
返納金債権の早期回収及び.き。敕のt亟的なj用
費用対効果を踏まえた法的手続きを実施
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機密性2

》令和5年度重点的に取組む事項について(保健グループ)

1」^^

【取組内容】
( 1 ) ・健三今から生

生活習慣病予防健診について、一没健珍及び付加健珍の自己

関係機関と連携した広報や受診勧奨の取り組みを行い、{施率の向上図るとともに

健珍から生

(2)
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托により取
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し事業者健診結果データ提供に係る新規契約締結を推進する。

予健珍への切り

(3)まちかど健ぎ今(寺定健き今)の{施

^
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調査を実施し利便性や受診率のさらなる向上策を検討する。
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機密性2

》令和5年度重点的に取組む事項について(保健グループ)

2 健旨首

【取組内容】

(1)寺定健旨首[施X向上の取り

健診と保健指導を一貫して受けるメリットを説明し、健三今当日の刀0面誤[施

(2)寺定健旨省断父減小に向けた取り,、み

また、保健指導の利用機会を確保するため、

特定保健指導の中断率が平均値を上回る実施機関にっいて、ヒアリングや意

(3)まちかど特定健旨省の{施

と協会けんぽで協

上記の「まちかど健診」を受診し、特定保健指導の対象となった方を対象に、約1か月後に同じ会場

二み

で特定保健指導を受けることができる「まちかど寺定健旨首

(4)重症化予

また、包協定
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生活習慣病予防健診の結果、血圧・血糖・LDLコレステロールの値で要治療と判断されたが、医療

機関に受診していない方に対し、文書、電話、面談による受診勧奨を実施する。特に、複数年連続で

対象者にっいては、委託による二次勧奨(電話)を導入し、確実に医療に繋げる。
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機密性2

》令和5年度重点的に取組む事項にっいて(企画総務グループ)

1 コラボヘルスの

【取組内容】
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くり意
る「'ちな
^

Ξ

隹

( 1 )

の'

(沖縄県薬剤師会、沖縄県保健医療福祉事業団、協会けんぽ3者連携による事業所支援)
埜'る意思のる'=,・埜,"・・ず火。.力会け人.,ほが連・して

!成加入の

F で又り,、む埜

止゛'4 白=ι

止メ

(2)ご{矢にも

盲止

。→従

進る

しの0上ヌること基

主と連携して
診プロジェクト

サホート・.

の再診Xは60%超える
メ、とした

r'■

升し

^

官言

(3)

助による埜

r'1

の

戸が'車

▲1

クプロジェクトの

F への聿サボート'テ'ことにより

主が主となって

i

パッチの無,

して進

ク(1)匡立、言つ、

に以下の

=の

る
主の連による

4

女1
兄にメ、して の再診Xは30%にも;たない犬況でることから皮
0上ヌるため うちな一健康経営宣言事業所のうち賛同が得られた事業

兄

日共と

.

忍しながら

づくり1こ又り ■

るまた

診一診

ノ

^

X瓢文.

会升

の气

主の聿

曽し

のサホート

官

'
こおける

づ

ト

r^

,により

に

工

る

寸る「
'r^

εにも
r」1

5

三室

==冒

戸

る進

ノ

皇

将

ノ

る

お

こ
゛

一Ⅱ
立

炉
加

ナ

よ

口

.

ノ

二つ

区

や
ス

く
ノ
づ
入

メ戸

-
F

ノ

一

一

成
で
の
こ

、
つ
=

列

の
↓ 一

=

ヒイ金
、
、

i

、

ナK
言
い
宣
て

康
し
健
剣
や報

か

貝
杜

ヒイ

路

金
イ

=

「旦を

し

口

の
=
【

モ
し



機密性2

》令和5年度重点的に取組む事項にっいて(企画総務グループ)

2.5

【取組内容】

5者協定に基づく取組として、①「うちな一健康経営宣言」事業所の拡大を図るとともに、健康づくりの入り口である
②各種健診け窃会けんぽにおいては生活習慣病予防健診)の受診勧奨、そして、その各種健診の結果を特定健診の
結果としてデータ化を図る。③そのデータ化された健診結果に基づき、特定保健指導や重症化予防のための受療勧
奨等のハイリスクァプローチを実施。④事業所単位のスコアリングレボートとなる「事業所カルテ」より、事業所におけ
る健康課題を把握し、⑤その課題解決に向けたポピュレーションアプローチを実施。さらに団体所属の事業所同士で
健康課題を共有できる事業所カルテ団体集計版を作成し、経済団体や同業団体等の協力を得て、⑥健康経営推進
団体によるより効果的、効率的なへルスリテラシー向上のための取組を推進していく。'

{に基づく又,、の進(沖縄県、沖縄労働局、沖縄県医師会、沖縄産業保健総合支援センター、協会けんぽ沖縄支部)
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機密性2

つ和5年度沖縄支部KPI一覧

1.基盤的保険者機能関係

①サービス水準の向上

具体的施策

②現金給付の適正化の

推進

①サービススタンダードの達成状況を

100%とする

②現金給付等の申請に係る郵送化率

を96.0%以上とする

③効果的なレセプト点

検の推進

R5年度 KPI

柔道整復施術療養費の申請に占める、

施術箇所3音Ⅲ立以上、かつ月15日以

上の施術の申請の割合について対前年

度以下とする

④返納金債権発生防

止のための保険証回収

強化及び債権管理回収

業務の推進

①診療報酬支払基金と合算したレセプ

ト点検の査定率にっいて対前年度以上

とする

②協会けんぽの再審査レセプト1件当

たりの査定額を対前年度以上とする

① 100%

R4年度 KPI

⑤被扶養者資格の再

確認の徹底

② 95.59"0

①日本年金機構回収分も含めた資格

喪失後1か月以内の保険証回収率を

対前年度以上とする

2.戦略的保険者機能関係

同左

②返納金債権(資格喪失後受診に

係るものに限る。)の回収率を対前年度

以上とする

② 7.59'0

① i)特定健診受診

率・事業者健診データ取

得率等の向上

具体的施策

①同左

被扶養者資格の確認対象事業所からの

確認書の提出率を94.0%以上とする

②同左

①同左

①生活習慣病予防健診受診率を

70.oq0以上とする

②事業者健診データ取得率を7.5%

以上とする

③被扶養者の特定健診受診率を

31.0%以上とする

③ 31.09'0

R5年度 KPI

②同左

93.49'0

① 66.2ツ0

R4年度 KPI



機密性2

② ii)特定保健指導の

実施率の向上

③ iii)重症化予防対

策の推進

④コラボヘルスの推進

①被保険者の特定保健指導の実施率

を40.フ%以上とする

②被扶養者の特定保健指導の実施率

を 18.0%以上とする

⑤広報活動や健康保

険委員を通じた加入者等

の理解イ足進

209"0

受診勧奨後3か月以内に医療機関を

受診した者の割合を13.1%以上とする

⑥ジエネリック医薬品の

使用促進

健康宣言事業所数を1400事業所以

上とする

全被保険者数に占める健康保険委員が

委嘱されている事業所の被保険者数の

割合を48.9%以上とする

⑦地域の医療提供体制

への働きかけや医療保険

制度にかかる意見発信

① 40.49,'0

協会けんぽのジエネリック医薬品使用割

合を対前年度末以上とする

② 18.09"0

※医科、 DPC、調剤、歯科レセプトにお

ける使用割合

3.組織・運営体制関係

12.49"0

効率的・効果的な医療提供体制の構築

に向けて、地域医療構想調整会議や医

療番議会等の場において、医療データ等

を活用した効果的な医療発信を実施す

る

①費用対効果を踏まえ

たコスト削減等

590事業所

具体的施策

45.59'0

対前年度以上

一般競争入札に占める一者応札案件の

割合を20%以下とする。

R5年度 KPI

同左

R4年度 KPI


